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友納りお当選のご挨拶

石田まさひろ ( 参議院議員 )

国会対策委員会副委員長を拝命致しました。

私の生き方経過報告③
山下 友香

英 裕子 ( 鹿児島県看護連盟幹事長 )

2022 年 参議院選挙を振り返って

とものうりお
当選おめでとう！

新役員あいさつ

令和 4 年度 鹿児島県看護連盟通常総会報告 / 研修報告
/ お知らせ / 彩筆エッセイ

議員
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　初秋の候、ますますご清祥のこととお喜び申し上

げます。平素から、看護連盟の活動にご理解とご協

力を賜り、感謝申し上げます。

　さらに、7 月 10 日の第 26 回参議院選挙では、友

納理緒（とものうりお）の初めての国政挑戦に多大

なるご支援をいただき、見事に当選させていただき

ました。新人で、知名度も低く、また、準備期間が

短かったのですが、日本看護協会・日本看護連盟が

タッグを組んで取組みました。鹿児島県も、前鹿児

島県看護協会長、田畑千穂子さんが自ら運転され、

鹿児島県全域を連盟会長と一緒に各病院や施設を

訪問させていただきました。お忙しい中、突然の」

訪問にも関わらず、丁寧に対応していただき、真子

後にありがとうございました。訪問先では、現場の

悩みや要望などを聴かせていただき、コロナ禍で頑

張っていらっしゃる状況を知ることができました。

本当に、こころから敬意を表します。

　鹿児島県で就業している看護職は、3 万人です。

南北６００キロの鹿児島県の本土や離島で働いて

いる看護職たちは、使命感をもって日夜、患者さん

のために、また　地域の住民のために身を粉にして

頑張っています。彼ら・彼女らが、楽しく働けるた

めに、また報われるためには、現場から声を挙げる

だけでは解決されません。どうしても政治の力が必

要です。そこで、友納理緒さんが当選し、国政の場

に入れたことで、またひとつ大きな光が見えてきま

した。何といっても、法律の専門家です。今の医療

制度や医療・看護の法律を改革してくれることは、

間違いありません。これから、石田昌弘議員と友納

理緒義医が二人三脚で、看護の明日をつくっていた

だきたいと懇願致します。１＋１は２ではなく無限

大の力を信じて。大いに期待しましょう。

　さて、鹿児島県看護連盟は、後期の活動が始まり

ました。予定している研修・イベントをしっかりと

開催してまいります。落ち着かないコロナ禍と台風

の到来が気になりますが対策を続けながら、平穏で

平和な日々になりますように願っております。

　今後とも、よろしくお願い申し上げます。

鹿児島県看護連盟 会長　

吉﨑　和子
KAZUKO YOSHIZAKI

G r e e e t i n g
挨 拶

おかげさまで

とものうりお見事当選
!!

皆さんのご支援に感謝
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新型コロナウィルスの感染の再拡大が続くなか、日々医療の最前線で
尽力されている皆さまに心から敬意を表しますとともに、深く感謝を申し上げます。

この度、第 26 回参議院議員通常選挙にあたり、鹿児島県看護連盟の皆さまより
多大なるご支援を賜り、心よりお礼申し上げます。

今回の選挙では，「看護の明日をつくる」「看護をまもることは、いのちと生活を
まもること」をスローガンにさまざまな政策の必要性を訴えてまいりました。

人員配置や働き方、処遇、子育てとの両立など看護職の働く環境を整えることは、
決して看護職だけの問題にとどまるものではなく、安全かつ充実した医療・看護の
提供につながるものです。助産師外来や院内助産の推進、保健師の増員、訪問看護

の充実など看護に関する制度を整えることは、すべての世代の皆さまが穏やかに
社会で生活をするために欠かせないものです。

看護にとってこれからの 6 年はとても重要な 6 年間となります。
看護職の視点から気づいたことを、弁護士の観点から分析し解決していくこと、

これが立法府における私の役割です。
訴えた政策を，現場の課題を，皆さまと共有させていただきながら、法律や制度の

見直しに義務感と責任感を持って取り組んでいきます。

看護連盟、看護協会の皆さまとともに歩む 6 年間とさせていただきたいと思います。
どうぞ今後ともより一層のご支援・ご指導を賜りますようお願い申し上げます。

とものうりお official siteぜひ
Check

　
鹿
児
島
県
看
護
連
盟
の
皆
様
、
日
頃
よ

り
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜
り
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
蔓
延

を
は
じ
め
、
多
く
の
困
難
が
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
医
療
の
最
前
線
に
立
ち
続
け
、
地

域
の
健
康
を
守
る
た
め
に
力
を
尽
く
さ
れ

て
い
る
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
と
敬
意
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
蔓
延
前
の
社
会
活
動
へ
戻
ろ
う

と
、
感
染
類
型
の
見
直
し
等
が
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
医
療
現
場
で
は
ス

タ
ッ
フ
不
足
や
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
に

よ
り
休
ま
ざ
る
を
得
な
い
ス
タ
ッ
フ
が
有

給
消
化
で
の
対
応
を
迫
ら
れ
た
り
す
る

等
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
社

会
が
通
常
の
活
動
を
行
う
な
ら
ば
、
医
療

も
特
別
な
対
応
で
は
な
く
通
常
の
対
応
で

済
む
よ
う
に
、
並
行
し
て
抜
本
的
に
体
制

を
変
え
る
べ
き
で
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
、
厚
生
労
働
委
員
会
閉
会
中
審
査
に
て

質
問
を
行
い
、
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

　
国
政
に
お
い
て
は
、
参
議
院
自
民
党
の

国
会
対
策
委
員
会
副
委
員
長
を
拝
命
致
し

ま
し
た
。
国
会
の
運
営
が
円
滑
に
進
む
よ

う
、
交
渉
役
と
し
て
走
り
回
り
ま
す

　
看
護
問
題
小
委
員
会
を
開
催
し
、
令
和

５
年
度
看
護
関
係
予
算
概
算
要
求
に
対
し

て
各
看
護
系
団
体
の
要
望
を
政
府
へ
届
け

ま
し
た
。
看
護
職
の
処
遇
改
善
に
向
け
て

補
助
金
や
診
療
報
酬
改
定
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
全
て
の
看
護
職
が
報
わ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様
と

協
同
し
、
全
て
の
看
護
職
の
処
遇
改
善
を

確
実
な
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
皆
様
の
力
の
結
集
に
よ
り
、
晴
れ
て

友
納
理
緒
さ
ん
が
当
選
を
果
た
し
ま
し

た
。
選
挙
期
間
中
、
私
も
街
頭
演
説
や
施

設
訪
問
な
ど
に
汗
を
流
し
、
精
一
杯
応
援

い
た
し
ま
し
た
。

　　
看
護
師
で
弁
護
士
で
二
児
の
母
で
も

あ
る
友
納
理
緒
さ
ん
が
国
政
の
場
に
立
つ

こ
と
、
と
て
も
嬉
し
く
、
頼
も
し
く
思
い

ま
す
。
看
護
政
策
に
お
け
る
即
戦
力
と
し

て
、
皆
様
の
期
待
に
し
っ
か
り
と
応
え
て

頂
け
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
が
「
今

日
も
良
い
看
護
が
で
き
た
！
」
と
実
感
で

き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
友
納
理
緒

さ
ん
と
共
に
引
き
続
き
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

友 納 り お
TOMONOH RIO

参 議 院 議 員

当選ご挨拶
任期が始まりました。

https://tomonoh.net/
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津久井　友子
南薩支部支部長

　参議院選挙も無事に終わり、とものうりおさんを

参議院議員として送り出すことができて皆様ホッと

している事と思います。今年度から姶良・伊佐支部

支部長を務めることになりました。師長でも無い私

が支部長などおこがましいのですが、前任の支部長

さんの体調不良等もあり、後を引き継ぐことになり

ました。支部の会員の皆様や施設幹事の方々、さら

には支部幹事長の協力を頂きながら頑張りたいと思

います。そして、他支部の支部長様方や鹿児島県看

護連盟会長様をはじめとした本部役員の方々のご指

導を仰ぎながら活動して行けたらと思います。

　私のことを少し紹介致しますと、指宿出身ですが、

高校卒業後実家には年に数回しか帰ることはなく、

とても親不孝な娘でした。

　現在は、霧島市隼人町に住み、勤務先は黒酢の里

安楽　三千子
姶良・伊佐支部支部長

　もう何十年も前の事ですが、大島敏子現看護連盟
会長にご指導を受けながら仕事をさせていただいて
ました。会長と研修に行くときは、会長のシャンプー
カットをじ～と待ち、それから美味しいランチをご
馳走して頂きました。その時の恩返しのつもりで微
力ながら、南薩支部の支部長をお引き受けしました。
　私は、いちき串木野市で創立 105 周年を迎えた花
牟禮病院に勤務しています。定年延長して我が子よ
り若いスタッフと楽しく仕事してます。
　今、私のマイブームは青木厚著「空腹こそ最強の
薬」の本を実践していることです。16 時間断食で１
日２食生活をしています。ダイエット目的で１年以
上続いてますがゆっくりと 4~5kg 瘦せました。16 時
間断食するだけで後は何をどんだけ食べてもいいの
です。と言う事でストレス解消法は、とにかく美味
しいものをいっぱい食べることです。いちき串木野
市で美味しいものと言えばめずらしい所で、名産の
ポンカンを使った「いちきぽんかれー」があります。

フルーティーな味わいとちりめんじゃこ入りのコロッ
ケが隠れていて、二度美味しいです。マグロの町なの
で「マグロソフト」がお勧めです。まぐろの刺身・醬油・

ワサビがトッピングさ
れておりインスタ映え
間違いないです。ただ
このご時世でちょっと
値 上 が り し て ま し た。
刺身はベリー系シャー
ベット・醬油はチョコ
レート・ワサビは生チョ
コ抹茶です。安心して
食べてください。この
他にも薩摩揚げの名店、
焼酎蔵も多数あり見学
可能です。忘れてはな
らないまぐろラーメン
も食べにお越しくださ
い。

福山町にあるオレンジ学園です。4 病棟（医療病棟 2、

療養病棟 2）161 名の入所者がいらっしゃいます。

　ここ福山の名産品は、全国的に有名なアミノ酸

たっぷりの黒酢です。工場もたくさんあって薩摩焼

の壺が並んでいる様は、圧巻です。また、工場直営

のレストランもあり、黒酢料理のフルコースやソフ

トクリームを食べられる所もあります。桜島も目の

前に見えて、駐車場に停めてある車が帰る時に真っ

黒になっている時もあります。

　新型コロナの感染者がまだまだ増えている状況

で、どこの施設も大変な毎日を過ごされていると思

いますが、感染者が減ってマスクが要らなくなる日

を願ってお互い頑張りましょう。

　私も微力ながら皆様と共に活動していきたいと思

います。よろしくお願いいたします。

新しい役員の方々に以下のことをお聞きしました。

①趣味　②ストレス解消法　③おすすめポイント

英　裕子
幹事長

紹
介
い
た
し
ま
す

新
役
員
を

令
和
4
年
度

著者は、今野敏、中山七里等が大好きです。

②ストレス解消は本屋に行くこと、文具を見ること買

うことです。本は電子媒体で買いますが毎週新刊が出

るのを楽しみにしています。

③鹿児島のおすすめポイントは、インドア派なので全

く分かりませんが、城山展望台から見る桜島は格別で

す。

　この度、幹事長を拝命しました、英裕子です。

　連盟活動は支部長を 3 期終えて次は県幹事と色々と

活動をしてきましたが幹事長としての活動はこれから

です。会員の皆様の協力なくしては活動は不可能です。

これからも看護連盟を宜しくお願いいたします。

　また、第 26 回参議院選挙におきましては「ともの

うりお」を国政に送り出していただきありがとうござ

いました。本当に感謝しかありません。

①趣味は、読書と映画鑑賞です。今年は、政治活動、

選挙活動が忙しく読書、映画鑑賞はあまりできていま

せんが、先日、やっと「トップガン」を観てきました。

私の青春のシンボル的存在のトム・クルーズはやはり

カッコイイですね。読書は、紙媒体から電子媒体へ変

更しました。とても役立っています。警察小説とミス

テリー小説が好きです。
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山下　友香
1977 年枕崎市生まれ枕崎育ち、枕崎を愛し、枕崎在住。
広島県立保健福祉短期大学卒業後、看護師・ケアマネジャー・雑用係と
して勤務。気になることには首を突っ込みたくなる性格で家族もさじを
投げている。現在、枕崎に共生型看護小規模多機能型居宅介護事業所を
創設するための準備期間という名目でパラレルワーカー満喫中。自由人。
Instagram ⇒ yuka.8321.love フォロー大歓迎

プロフィール P r o f i l e

機
能
む
く
佐
伯
美
智
子
さ
ん
』、
広
島
県
尾

道
市
に
あ
る『
い
つ
ま
で
も
、ど
こ
ま
で
も
、

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル　
「
ひ
と
」
に
応
え
る
場

を
つ
く
る　

看
多
機
ホ
ー
ム
み
な
り
っ
こ　

川
原
奨
二
さ
ん
』。

　

身
近
な
人
が
一
分
一
秒
で
も
多
く
そ
の

方
の
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
お
手
伝

い
が
で
き
る
人
が
増
え
、
枕
崎
全
体
が
一

つ
の
看
多
機
の
よ
う
に
な
る
と
い
い
な
と

い
う
想
い
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
実
際

実
現
し
て
い
る
人
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
み

た
ほ
う
が
い
い
な
と
い
う
お
も
い
つ
き
か

ら
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
か
ら
『
は
じ
め
ま
し
て
』
の
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
。
ど
の
方
も
二
つ
返
事
で
の
神

対
応
。
現
地
に
赴
き
、
そ
の
熱
い
想
い
を

感
じ
、想
い
描
く
未
来
に
つ
い
て
語
り
合
っ

た
時
間
は
私
に
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
の
与
え
ら
れ
た
期
間
は
た
く
さ
ん

の
素
敵
な
人
た
ち
と
巡
り
合
う
た
め
に
、

私
に
と
っ
て
必
要
な
時
間
だ
っ
た
と
今
は

確
信
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
迎
え
た
2
0
2
2
年
７
月
1
日
。

枕
崎
市
H
P
に
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
の
公
募
が
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。　

今
回
こ
そ
逃
す
も
の
か
と
念
に
は
念
を
入

れ
て
準
備
を
し
、『
看
多
機
を
形
に
す
る
ま

で
の
紆
余
曲
折
』
こ
の
物
語
を
、
た
く
さ

ん
の
人
と
看
多
機
か
ろ
ん
（
仮
称
）
で
笑
っ

て
話
し
て
い
る
未
来
を
想
像
し
て
、
分
厚

い
書
類
を
提
出
し
ま
し
た
！

　

2
0
2
3
年
5
月
の
第
一
次
ゴ
ー
ル
に

向
け
て
10
歩
く
ら
い
踏
み
出
し
た
気
分
で

す
。

　

夢
や
想
い
の
実
現
に
向
け
て
そ
の
ア
ク

シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
で
未
来
が
変
わ
る

と
信
じ
て
、
ま
す
ま
す
今
を
楽
し
み
大
切

に
し
て
い
き
ま
す
。
応
援
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
し
ま
す
。〈
了
〉

看多機かろん（仮称）建設予定地

人生はなにかを

成し遂げるためにはあまりにも短い

～私の生き方経過報告③～

F e a t u r e
特 集
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看護師 山下　友香

2
0
2
1
年
某
日
。

青
い
空
と
白
い
雲
が
ま
ぶ
し
い
朝
。

　

久
し
ぶ
り
の
ゆ
っ
く
り
と
し
た
一
人

ラ
ン
チ
の
時
間
を
楽
し
も
う
と
鹿
児
島

市
内
へ
車
を
走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
に
市
役
所
か
ら
の
電
話
!!
そ
ろ
そ
ろ

看
多
機
（
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
）
の
公
募
に
つ
い
て
の
情
報
公
開

の
時
期
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て

の
嬉
し
い
内
容
だ
と
思
い
な
が
ら
電
話

を
と
っ
た
私
の
耳
に
響
く
『
今
年
度
の

整
備
費
補
助
助
成
金
を
利
用
す
る
の
は

む
ず
か
し
い
』
と
い
う
言
葉
。

　

そ
う
で
す
!!
私
は
昨
年
、
地
域
介
護

基
盤
整
備
事
業
へ
の
波
に
乗
り
遅
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
!! 

　

前
回
の
投
稿
を
目
に
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
の
中
に
は
、『
ふ
む
ふ
む
。
あ
の

こ
と
ね
！
』
と
苦
笑
い
し
な
が
ら
こ
の

展
開
を
思
い
浮
か
べ
て
く
だ
さ
っ
た
方

も
い
る
で
し
ょ
う
。
準
備
万
端
で
臨
ん

で
い
た
つ
も
り
の
私
に
ま
さ
か
の
出
来

事
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
私
は
落
ち
込

む
こ
と
よ
り
『
全
て
の
こ
と
は
、
理
由

が
あ
っ
て
起
き
て
い
る
』
と
い
う
こ
と

に
着
目
し
、
こ
の
機
会
を
会
い
た
い
人

に
会
い
、
や
っ
て
み
た
こ
と
を
や
っ
て

み
る
期
間
と
置
き
換
え
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
あ
る
意
味
『
も
っ
た
い
な
い
精

神
』
で
す
。
す
べ
て
の
こ
と
は
理
由
が

あ
っ
て
起
き
て
い
る
と
い
う
視
点
で
人

生
を
み
て
い
く
と
、
ど
ん
な
こ
と
か
ら

も
価
値
あ
る
教
訓
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
姿
勢
を
身
に
付
け
る
こ

と
で
、
自
分
の
過
ち
か
ら
学
び
、
成
長

の
た
め
の
新
し
い
チ
ャ
ン
ス
を
見
つ
け

出
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

全
国
に
は
素
晴
ら
し
い
人
・
場
所
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
私
の
住
ん
で
い

る
枕
崎
の
隣
、
南
九
州
市
川
辺
に
あ
る
、

『
最
後
の
瞬
間
ま
で
「
私
」
で
あ
る
よ

う
に
、
そ
の
「
イ
キ
カ
タ
」
を
支
え
る　

ひ
ら
や
ま
の
お
家　

中
迎
聡
子
さ
ん
』、

佐
賀
県
唐
津
市
に
あ
る
『
人
生
を
自
分

色
に
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」　

赤
ち
ゃ

ん
が
い
る
介
護
事
業
所
看
護
小
規
模
多

看
多
機
を

形
に
す
る
ま
で
の
紆
余
曲
折

素
晴
ら
し
い
人
や
場
所
と
の

出
会
い
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り
お
さ
ん
に
お
披
露
目
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

こ
こ
だ
け
の
話
で
あ
る
が
だ
い
ぶ
会
自
体
の
時

間
が
押
し
て
お
り
「
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
12
分

を
カ
ッ
ト
す
る
か
ど
う
か
決
断
を
迫
ら
れ
て
い

た
。

　

3
月
、
第
1
回 「
と
も
の
う
り
お
」
認
知
度

調
査
を
行
っ
た
。
約
40
%
が
知
っ
て
い
る
と
回

答
。
5
月
、
第
2
回　
「
と
も
の
う
り
お
」
認

知
度
調
査
を
行
っ
た
。
約
80
%
が
知
っ
て
い
る

と
回
答
。

　

今
回
の
選
挙
は
看
護
協
会
も

積
極
的
に
「
と
も
の
う
り
お
」

を
応
援
し
て
い
だ
い
た
。

看
護
連
盟
の
看
板
だ
け
で
は

門
戸
が
重
い
施
設
も
看
護
協

会
会
長
と
一
緒
だ
と
軽
く
扉

が
開
き
挨
拶
で
き
た
こ
と
は

収
穫
で
あ
っ
た
。
挨
拶
に
伺
っ

た
管
理
職
の
皆
さ
ん
の
反
応

良
く
看
護
協
会
も
応
援
に
積
極
的
に
参
加
す
る

こ
と
で
獲
得
目
標
数
を
7
2
0
0
票
と
し
た
。

「
100
% 

期
日
前
投
票
」
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、

支
部
の
目
標
数
と
設
目
標
数
を
標
記
し
た
。
ま

た
、
期
日
前
投
票
に
行
っ
た
ら
Q
R
コ
ー
ド
で

投
票
確
認
を
し
た
。
7
月
10
日
ま
で
の
回
答
は

7
4
1
件
で
「
と
も
の
う
り
お
」
に
投
票
は

6
6
7
件
で
あ
っ
た
。
6
月
24
日
～
7
月
10
日

ま
で
毎
日
Q
R
コ
ー
ド
の
結
果
の
報
告
を
お
こ

な
っ
た
。
Q
R
コ
ー
ド
の
結
果
が
全
て
で
は
無

い
が
期
日
前
投
票
の
数
を
可
視
化
で
き
た
こ
と

は
意
味
が
あ
っ
た
。

　

支
部
長
、
施
設
幹
事
、
会
員
の
皆
様
に
は
、

超
短
期
間
決
戦
で
途
中
色
々
と
変
更
と
な
り
ご

迷
惑
を
か
け
ま
し
た
こ
の
場
を
お
借
り
し
お
詫

び
し
た
い
。

　

7
月
10
日
、
午
後
8
時
か
ら
は
T
V
に
か
じ

り
つ
き
全
国
比
例
の
自
民
党
枠
の
顔
写
真
が
い

つ
出
て
く
る
か
と
待
ち
わ
び
な
が
ら
も
時
々
、

も
し
か
し
た
ら
残
念
な
結
果
を
目
に
す
る
こ
と

に
な
る
の
か
真
夜
中
過
ぎ
3
時
30
分
に
当
確
!!  

ホ
ッ
ト
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を

し
た
。

　

友
納
理
緒
さ
ん
、
当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
石
田
ま
さ
ひ
ろ
議
員
と
一
緒
に
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
の
実
現
を
期
待
す
る
。
最
後
に
共
に

戦
い
抜
い
て
く
れ
た
会
員
の
皆
様
そ
し
て
そ
の

ご
家
族
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

看護協会との
積極的な連携

　

第
26
回
参
議
院
選
挙
に
お
い
て
「
と
も
の
う

り
お
」
の
看
護
島
県
の
得
票
数
3
、8
1
7
票　

1
7
４
、3
3
5
票
で
全
国
比
例
当
選
で
き
た
。

前
回
の
選
挙
よ
り
4
6
5
票
上
回
っ
た
。
支
部

長
、
施
設
幹
事
、
会
員
の
皆
様
の
協
力
な
し
に

は
成
し
え
な
か
っ
た
結
果
だ
っ
た
。

感
謝
の
言
葉
し
か
な
い
。

　
　
　

第
26
回
参
議
院
選
挙
は
異
例
づ

く
し
の
選
挙
で
あ
っ
た
。
本
来

な
ら
ば
次
期
組
織
内
候
補
者

は
、
3
年
前
よ
り
47
都
道
府
県

を
訪
問
し
知
名
度
を
上
げ
て
い

く
。
連
盟
業
界
内
で
は
選
挙
ま

で
の
年
を
ホ
ッ
プ
、
ス
テ
ッ
プ
、

ジ
ャ
ン
プ
と
表
現
す
る
。
第
26

回
参
議
院
選
挙
で
は
2
0
2
2

年
2
月
末
に
組
織
内
候
補
者
が

決
定
し
た
。
7
月
10
日
ま
で
の

約
4
か
月
内
で
ホ
ッ
プ
、
ス
テ
ッ
プ
、
ジ
ャ
ン

プ
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
2
0
2
0

年
よ
り
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
知
名
度
を
上
げ
る
た

め
研
修
は
オ
ン
ラ
イ
ン
ま
た
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
型
と
な
っ
た
。
鹿
児
島
県
看
護
連
盟
企
画
の

リ
ー
ダ
ー
研
修
Ⅲ
‐
2
で
は
、
直
接
「
と
も
の

う
り
お
」
さ
ん
を
迎
え
て
の
最
初
で
最
後
の
研

修
を
企
画
し
て
い
た
が
コ
ロ
ナ
感
染
の
拡
大
に

伴
い
泣
く
泣
く
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
研
修
と
な
っ

た
。
選
挙
は
肩
書
も
大
切
な
要
素
の
一
つ
で
は

あ
る
が
、
や
は
り
そ
の
人
物
の
人
柄
は
応
援
す

る
私
達
の
政
治
、選
挙
活
動
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
も
繋
が
る
。
そ
れ
は
直
接
お
会
い
し
て
雑

談
を
交
え
て
知
り
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　

5
月
14
日　

看
護
島
城
山
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ

た
「
看
護
政
策
集
会
」
で
、
や
っ
と
直
接
「
と

も
の
う
り
お
」
さ
ん
に
お
会
い
す
る
こ
と
が
出

来
た
。会
自
体
は
1
時
間
と
い
う
短
時
間
で
あ
っ

た
が
会
が
始
ま
る
1
時
間
前
よ
り
開
場
に
会
場

ロ
ビ
ー
に
て「
と
も
の
う
り
お
」さ
ん
と
支
部
長
、

施
設
幹
事
の
方
々
と
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
が
出

来
た
。

　

と
も
の
う
カ
ラ
ー
の
レ
モ
ン
イ
エ
ロ
ー
色
の

T
シ
ャ
ツ
を
着
て
「
と
も
の
う
り
お
」
さ
ん
を

真
ん
中
に
撮
っ
た
写
真
は
み
ん
な
笑
顔
で
7
月

1
0
日
ま
で
一
緒
に
頑
張
り
ぬ
く
と
い
う
意
思

が
こ
も
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。

　

第
25
回
石
田
ま
さ
ひ
ろ
参
議
院
選
挙
よ
り
施

設
内
で
の
応
援
ム
ー
ド
を
高
め
る
た
め
に
「
応

援
メ
ッ
セ
ー
ジ　

シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
」
を
お

願
い
し
た
。
ど
の
施
設
も
色
々
と
趣
向
を
凝
ら

し
て
の
ム
ー
ビ
ー
や
写
真
を
作
成
し
て
く
れ
た
。

送
ら
れ
て
き
た
「
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
は
、
5

月
14
日
の
「
看
護
政
策
集
会
」
で
、
と
も
の
う

2022 年

参議院選挙を振り返って

もぎ取った、
千載一遇チャンス !!

英　裕子 ( 幹事長 )

写真：https://tomonoh.net/
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~ R e p o r t ~

　毎年恒例、青年部主催の入職 3 年目までを対象とし

た、「フレッシュナース研修」を開催しました。コロナ

禍でオンラインのみの開催となりましたが、青年部の

3 人のプレゼンターが「看護連盟と協会の関係性」、「私

は変わる」をテーマに熱く語りました。

　仕事に対する考え方、人間関係への向き合い方など、

たくさんのヒントが盛りだくさんで、ベテラン勢もな

るほどと思える内容でした。講義後は、LINE のオープ

ンチャットで主催側と参加者を繋ぎ、プレゼンター及

び青年部メンバーとディスカッションを行いました。

受講者からは、患者さんの対応についての具体的な質

問や、先輩との付き合い方など、我々も感じてきた疑

問や悩みがたくさんあり、経験の中での意見は大変貴

重なものとなりました。

　オープンチャットでの意見交換は、新しい取り組み

でしたが、アカウント名が自由に設定されることから、

参加しやすく、意見も言いやすいと期待通りでした。

これからも常に新しいチャレンジを企画に盛り込んで

いきますので、多くの方の参加をお待ちしています。

研 修 報 告

6/11 土

令和 4 年度
鹿児島県看護連盟通常総会報告

　
令
和
4
年
6
月
11
日
（
土
）
鹿
児
島
県
看
護

連
盟
通
常
総
会
は
、
市
町
村
自
治
会
館
で
、
会

員
出
席
者
5
3
人
、表
決
委
任
者
2
2
8
4
人
、

役
員
2
4
人（
表
彰
者
含
む
）、計
2
3
6
1
人
、

会
員
2
6
1
7
人（
令
和
4
年
6
月
3
日
現
在
）

の
2
分
の
1
以
上
の
定
足
数
の
出
席
に
よ
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
に
先
立
ち
、
友
納
理
緒
組
織
代
表
候
補

者
及
び
大
島
敏
子
日
本
看
護
連
盟
会
長
よ
り
、

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま
し
た
。
友
納
先

生
か
ら
は
「
看
護
師
を
外
部
法
的
な
部
分
か
ら

支
え
る
、
看
護
が
尊
い
、
大
好
き
な
看
護
を
守

る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
、
新
た
な
挑

戦
に
向
け
、強
い
決
意
が
う
か
が
え
た
。
ま
た
、

大
島
会
長
か
ら
は
「
看
護
職
代
表
を
、
国
政
に

報告者　加治木ゆかり（大隅支部）

送
る
こ
と
は
重
要
課
題
。
自
分
た
ち
は
、
看
護

の
未
来
を
背
負
っ
て
い
る
。
み
ん
な
が
選
挙
に

行
か
な
け
れ
ば
、
看
護
の
何
も
変
え
ら
れ
な
い
。

こ
れ
ま
で
に
な
い
高
い
得
票
数
の
当
選
を
目
指

し
、
皆
の
心
を
一
つ
に
戦
っ
て
い
く
」
と
い
う

強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。

　
総
会
式
典
で
は
、
物
故
会
員
へ
の
黙
祷
後
、

吉
崎
和
子
県
連
盟
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
本
年

度
県
看
護
協
会
長
に
就
任
さ
れ
た
八
田
冷
子
会

長
よ
り
「
看
護
師
を
目
指
し
た
い
と
思
え
る
に

は
現
場
の
看
護
師
が
元
気
に
働
く
こ
と
、
困
っ

た
時
の
支
援
が
あ
る
こ
と
、
法
整
備
、
看
護
職

処
遇
改
善
、
看
護
職
が
や
り
が
い
を
も
っ
て
現

場
で
働
け
る
よ
う
看
護
協
会
と
看
護
連
盟
が
１

つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
働
き
か
け
て
い
く
」
と
、

今
後
、
看
護
連
盟
と
一
緒
に
活
動
し
て
い
こ
う

と
い
う
挨
拶
だ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
連
盟
活
動
に
永
年
貢
献
し
て
こ
ら

れ
た
9
名
の
方
々
に
鹿
児
島
県
看
護
連
盟
会
長

表
彰
が
行
わ
れ
、
表
彰
者
を
代
表
し
、
鹿
児
島

大
学
病
院
の
宮
薗
幸
江
様
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ

た
。

　
総
会
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

第
一
号
議
案
　
令
和
4
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
届

け
よ
う
看
護
の
声
を
！
私
た
ち
の
未
来
へ
」
を

は
じ
め
、
第
二
号
議
案
　
活
動
計
画
及
び
研
修

計
画
の
重
点
方
針
、
見
え
る
活
動
、
行
動
す
る

会
員
、
確
か
な
組
織
つ
く
り
、
政
治
力
・
政
策

実
現
力
の
強
化
、
組
織
力
の
強
化
・
拡
大
、
会

員
の
福
祉
の
充
実
　
ほ
か
、
第
三
号
議
案
　
収

支
予
算
、
第
四
号
議
案
　
役
員
改
選
な
ど
、
ス

ム
ー
ス
に
会
は
進
行
し
、
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
た
。

　
ま
た
、「
広
報
誌
の
文
字
を
大
き
く
し
て
下

さ
い
」
と
い
う
要
望
事
項
が
あ
り
、
吉
崎
会
長

が
「
皆
さ
ん
に
広
く
読
ん
で
頂
け
る
広
報
誌
を

目
指
す
」
と
回
答
し
た
。
最
後
に
、
青
年
部
の

福
元
優
一
さ
ん
が
力
強
く
綱
領
を
宣
言
し
、〝
頑

張
ろ
う
〟
の
声
掛
け
で
会
は
終
了
し
た
。

　
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
看
護
連
盟
を
支
え
て
こ

ら
れ
た
役
員
の
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。
ま
た
、

新
役
員
に
な
ら
れ
た
方
々
、
現
場
の
声
を
国
政

に
届
け
ら
れ
る
よ
う
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。「
看
護
の
未
来
を
、
明
日
を
切
り
拓

く
！
」
そ
の
為
に
、
選
挙
に
行
く
、
愚
痴
ば
っ

か
り
言
っ
て
も
何
に
も
変
わ
ら
な
い
、
変
え
る

の
は
私
達
、
私
達
の
未
来
は
私
達
で
切
り
拓
く
、

私
達
で
変
え
る
と
い
う
強
い
思
い
と
、
多
く
の

看
護
職
に
理
解
・
賛
同
し
て
も
ら
う
活
動
、
取

り
組
ん
で
い
く
と
い
う
決
意
が
湧
い
て
き
ま
し

た
。

イラスト：Image by rawpixel.com



爽やかな植物の香りがリフレッシュ効果 ドライクリーニングで落ちない汚れを落とす

プロのクリーニング師が推奨物理的な力を加えずに優しく洗える

1415

C o l u m n
彩 筆

成功の反対は、失敗ではなく、何もしないことだ。

失敗への不安で行動しないでいるとことはもったいない。

行動は発見の繰り返し、自分の成長まで実感でき、こんなに

お得なことはない。良いことづくめだから、乗っかるしかな

い。頭で考えるより、その足で一歩を踏み出してみたら、

次の一歩も出てくるものだ。

エジソンは「失敗ではない、うまくいかない 1万通りの方法

を発見したのだ」と言い、フィッツジェラルドは「たったひ

とつの敗北を決定的な敗北と勘違いしてはいけない」と言い、

リンカーンは「君がつまづいてしまったことに興味は無い。

そこから立ち上がることに関心があるのだ」と言う。

結局、やってみたらってことみたい。実は、みんな気づいて

いて、気づいていないふりをしているんだ。

畑中勇二

令和 4 年８月より鹿児島県看護連盟ホームページ内「支部ログ」

では、鹿児島県 11 支部より各支部年２回の計画で「支部便り、

活動報告、地域で頑張っている看護職の紹介、会員の楽しみ事な

ど」を情報発信していきます。

ホームページの閲覧もどうぞよろしくお願い致します。

お知らせ

背景：Image by rawpixel.com

参照：鹿児島県看護連盟サイト https://k-kango.net/activity/branch-log.html

I n f o r m a t i o n



第 7 4 号 広 報 誌 編 集 後 記

今回の広報誌で「友納理緒」の当選報告ができることを大変うれしく思っています。これも会員の皆様のご協力があってのこ

とと思います。ご協力ありがとうございました。今年の広報誌には「友納理緒」のビジョンが載せてあるので時折振り返りを

してもいいかもしれないですね（ホームページから閲覧可能です）。

今後もみなさまの琴線に触れる情報発信ができればと思っています。

広報委員：稲本・森田・畑中・有木

印刷・製本 / スタジオ・シムノート　発行：令和 4 年 9 月 30 日
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